
大

陸
（
満

州
）
　 

従
軍
回
顧
談
　 
愛
■
県
　
本
窪
　
充
　 

私
は
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
一
月
十
五
日
松
山
市
畑

寺
で
生
ま
れ
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
二
五
）
度
の
徴
集
、
甲
種

合
格
で
し
た
。

次
に
私
の
軍
歴
の
大
要
を
の
べ
ま
す
。

昭
和
十
五
年

二
月
二
十
一
日
　
現
役
兵
と
し
て
独
立
工
兵
第
二
十
二
連

隊
入
営
の
た
め
広
島
市
内
へ
集
合

二
月
二
十
四
日
　
宇
品
港
出
発

二
月
二
十
八
日
　
大
連
港
上
陸
関
東
州
通
過

三
月
二
十
一
日
　
駐
屯
地
龍
江
省
チ
チ
ハ
ル
着
。
同
地
は

附
近
の
警
備

十
二
月
三
日
　
　
移
駐
の
た
め
チ
チ
ハ
ル
出
発

十
二
月
五
日
　
　
三
江
省
チ
ャ
ム
ス
着
。
同
地
附
近
の
警

備

昭
和
十
六
年

一
月
十
日
　
　
　
一
等
兵

七
月
十
六
日
　
　
臨
時
編
成
（
甲
）
下
令

八
月
二
日
　
　
　
編
成
完
結

十
二
月
十
八
日
　
中
支
派
遣
の
た
め
チ
ャ
ム
ス
出
発

十
二
月
二
十
三
日
　
満
支
国
境
（
山
海
関
）
通
過
。
中
華

民
国
安
■
省
懐
遠
県
懐
遠
着
。
同
地
区

警
備

昭
和
十
七
年



三
月
二
十
八
日
　
帰
還
の
た
め
懐
遠
出
発

三
月
三
十
一
日
　
満
支
国
境
（
山
海
関
）
通
過

四
月
五
日
　
　
　
駐
屯
地
チ
ャ
ム
ス
着

五
月
十
二
日
　
　
チ
ャ
ム
ス
出
発

五
月
十
四
日
　
　
東
安
省
大
橋
着
　
同
日
よ
り
国
境
警
備

六
月
三
十
日
　
　
帰
還
の
た
め
大
橋
出
発

七
月
二
日
　
　
　
駐
屯
地
チ
ャ
ム
ス
帰
着

昭
和
十
八
年

二
月
二
十
日
　
　
上
等
兵

四
月
十
五
日
　
　
独
立
工
兵
第
二
十
一
連
隊
補
充
隊
へ
帰

還
の
た
め
チ
ャ
ム
ス
出
発

四
月
十
七
日
　
　
鮮
満
国
境
（
図
們
）
通
過

四
月
二
十
一
日
　
釜
山
港
出
発
同
月
同
日
下
関
港
上
陸

四
月
二
十
二
日
　
独
立
工
兵
第
二
十
一
連
隊
着
隊
　
東
京

の
赤
羽

四
月
二
十
四
日
　
現
役
兵
満
期
除
隊

昭
和
十
五
年
二
月
二
十
一
日
、
私
が
現
役
兵
と
し
て
入
営
し

た
時
の
家
族
状
況
は
、

父
　
健
在
、
農
業
水
田
三
反
で
日
雇
い

母
　
死
去

継
母
　
健
在
、
妹
一
人
あ
る
も
離
別

私
は
、
九
州
小
倉
の
造
幣
■
に
従
事
し
て
お
り
ま
し
た
（
昭

和
十
二
年
よ
り
十
五
年
二
月
ま
で
）

。

当
時
は
日
支
事
変
も
よ
う
や
く
長
期
化
し
、
日
本
の
青
年
も

兵
役
に
就
い
て
、
国
家
の
干
城
と
な
り
出
征
し
て
戦
線
に
赴
く

の
を
男
児
の
本
懐
と
し
た
時
節
で
あ
り
、
私
も
郷
党
の
盛
大
な

歓
送
を
受
け
、
感
激
い
っ
ぱ
い
で
松
山
を
出
て
指
定
さ
れ
た
広

島
市
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

広
島
市
の
宇
品
の
指
定
旅
館
へ
集
ま
る
と
、
満
州
の
部
隊
か

ら
来
て
い
た
下
士
官
の
指
揮
を
受
け
、
被
服
■
で
帽
子
、
冬

服
、
編
上
靴
等
を
受
領
し
て
、
今
ま
で
の
私
服
、
私
物
は
す
べ

て
ま
と
め
て
付
添
い
の
父
に
渡
し
ま
し
た
。
帯
剣
、
銃
の
兵
器

は
一
切
な
し
の
丸
腰
で
、
桟
橋
か
ら
乗
船
で
す
。
父
は
桟
橋
で

見
送
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
全
員
同
じ
服
装
を

し
て
い
る
の
で
、
父
は
自
分
の
息
子
が
発
見
で
き
ず
、
困
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
大
連
港
か
ら
は
列
車
輸
送
で
貨
車
の
中
で



石
炭
の
ス
ト
ー
ブ
が
あ
り
、
寒
さ
し
の
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。

北
上
し
て
チ
チ
ハ
ル
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
激
し
い
寒
気
の
た

め
列
車
の
中
で
皆
は
地
団
駄
を
踏
み
、
身
を
こ
す
り
あ
わ
せ
て

暖
を
と
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
防
寒
服
を
支
給
さ
れ
て
楽
に

な
り
ま
し
た
。
零
下
数
十
度
の
酷
寒
の
た
め
、
万
事
内
地
の
生

活
と
は
勝
手
が
違
い
、
ま
ご
つ
き
な
が
ら
の
生
活
で
し
た
。
一

番
印
象
に
残
る
こ
と
は
、
大
小
便
の
こ
と
。
円
錐
状
の
竹
の
子

の
よ
う
に
上
へ
上
へ
と
伸
び
る
の
で
、
ツ
ル
ハ
シ
で
処
理
し
ま

し
た
。
所
変
わ
れ
ば
品
も
変
わ
る
の
で
す
。

さ
て
、
私
の
工
兵
隊
は
渡
河
専
門
で
す
。
折
り
畳
み
舟
艇
に

船
外
機
を
つ
け
て
エ
ン
ジ
ン
を
動
か
し
て
艇
を
走
ら
せ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
夏
の
間
の
こ
と
で
、
冬
は
川
が
凍
結
す
る
の
で
訓
練

は
で
き
ま
せ
ん
。
夏
訓
練
の
た
め
川
の
水
面
近
く
へ
行
く
と
、

人
の
背
丈
ほ
ど
の
高
く
伸
び
た
野
草
の
中
を
行
き
来
す
る
の

で
、
当
然
に
蚊
や
虫
が
多
い
。
南
方
戦
線
と
異
な
り
防
蚊
覆
面

は
な
い
。
刺
さ
れ
放
し
で
し
た
。
そ
れ
で
も
マ
ラ
リ
ア
の
よ
う

な
熱
病
は
な
く
て
助
か
っ
た
も
の
で
す
。

満
州
時
代
の
最
も
嫌
な
思
い
出
は
ビ
ン
タ
で
し
た
。
夕
食

後
、
手
で
な
く
上
靴
（
上
履
き
）
で
叩
か
れ
ま
す
。
今
思
い
だ

し
て
も
ゾ
ッ
と
す
る
く
ら
い
。
な
ん
の
た
め
の
制
裁
か
？
目

的
も
意
味
も
無
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
苦
し

さ
、
嫌
さ
の
た
め
か
冬
期
夜
間
に
逃
亡
者
が
出
ま
し
た
。
営
舎

の
外
は
一
面
の
荒
野
、
凍
死
が
あ
る
だ
け
で
す
。
結
局
は
舎
の

近
く
に
隠
れ
て
い
る
の
を
捕
ら
え
ら
れ
て
営
倉
と
か
、
お
隣
の

中
隊
で
し
た
。
助
教
、
助
手
、
古
参
兵
ま
で
お
し
か
り
が
あ
っ

た
由
で
す
。

寒
い
苦
し
い
冬
が
去
り
春
が
来
る
と
、
雪
も
氷
も
解
け
て
ゆ

き
ま
す
。
一
期
の
検
閲
も
す
み
、
駐
屯
地
付
近
の
警
備
を
し
な

が
ら
、
部
隊
の
本
分
で
あ
る
渡
河
作
戦
の
訓
練
が
日
毎
、
夜
毎

に
、
松
花
江
で
し
た
。

匪
賊
・
馬
賊
の
横
行
す
る
満
州
で
は
、
一
時
の
油
断
も
な
ら

な
い
。
前
年
の
昭
和
十
四
年
に
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
変
と
な
り
、

そ
の
時
の
関
東
軍
の
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
は
、
毎
日
戦
場
へ
の
往
復

で
大
規
模
な
行
列
が
続
い
た
と
、
参
加
し
た
古
年
兵
か
ら
聞
か

さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
三
日
、
東
部
国
境
に
近
い
チ
ャ
ム
ス
へ
移
駐
の
た
め



チ
チ
ハ
ル
を
出
発
、
五
月
、
チ
ャ
ム
ス
着
。
付
近
の
警
備
に
就

き
ま
し
た
。
チ
ャ
ム
ス
は
お
な
じ
松
花
江
の
下
流
な
の
で
河
幅

は
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
り
広
い
。
大
規
模
な
実
戦
さ

な
が
ら
の
夜
間
の
敵
前
渡
河
訓
練
を
す
る
。
音
と
光
を
一
切
だ

し
て
は
な
ら
ず
、
人
の
背
丈
ほ
ど
の
草
原
を
か
き
わ
け
て
折
り

畳
み
舟
を
担
い
で
進
み
ま
す
。
舟
は
前
後
二
つ
に
分
か
れ
て
い

て
前
半
分
六
人
、
後
ろ
半
分
六
人
、
エ
ン
ジ
ン
二
人
で
一
隻
を

十
四
人
で
水
際
で
運
ぶ
の
で
す
。
組
み
立
て
が
終
わ
る
と
全
員

乗
り
込
ん
で
対
岸
ま
で
渡
る
。

担
い
で
行
く
途
中
は
蚊
や
虫
に
攻
め
ら
れ
草
は
茂
っ
て
い

る
。
足
元
は
悪
い
所
あ
り
困
難
き
わ
ま
る
条
件
下
の
訓
練
で
し

た
。昭

和
十
六
年
七
月
十
六
日
、
臨
時
編
成
（
甲
）
下
令
。

八
月
二
日
編
成
完
結
。

十
二
月
十
八
日
、
中
支
派
遣
の
た
め
チ
ャ
ム
ス
出
発
。
チ
ャ

ム
ス
駅
か
ら
列
車
輸
送
で
あ
る
。
車
両
は
普
通
の
客
車
で
座
席

は
二
人
が
け
、
向
か
い
合
っ
て
四
人
掛
け
る
が
、
車
の
幅
が
広

い
の
で
楽
で
し
た
。
昼
は
良
い
が
夜
は
辛
い
。
毎
夜
腰
掛
け
た

ま
ま
で
寝
る
こ
と
は
難
儀
で
、
通
路
の
床
へ
寝
る
者
も
い
ま
し

た
。
幾
日
間
乗
車
し
た
か
不
明
で
す
が
、
南
へ
南
へ
と
進
む
の

で
次
第
に
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。
内
地
の
気
温
と
同
じ
く
ら
い

で
楽
で
し
た
。

十
二
月
二
十
三
日
、
満
支
国
境
（
山
海
関
）
通
過
。
中
華
民

国
安
■
省
懐
遠
県
懐
遠
に
到
着
。
同
地
区
の
警
備
に
就
く
。

川
の
名
は
不
明
で
す
が
川
の
沿
岸
に
幕
舎
を
張
り
駐
屯
し
ま
し

た
。
中
国
の
川
は
満
州
の
松
花
江
の
よ
う
に
き
れ
い
に
澄
ん
で

い
な
い
。
赤
土
が
流
れ
込
ん
で
内
地
の
洪
水
の
よ
う
な
泥
水
が

常
時
流
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
泥
水
を
ろ
過
し
て
炊
事
に

使
用
し
ま
し
た
。

ま
た
こ
こ
で
は
冬
期
で
も
川
の
凍
結
は
な
い
の
で
、
水
上
訓

練
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
日
、
舟
団
を
組
ん
で
大
移
動
を
す
る

と
き
の
夜
間
の
こ
と
、
前
方
の
舟
が
波
を
被
り
沈
む
事
故
が
起

こ
り
ま
し
た
。
私
は
後
方
に
い
て
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な

か
っ
た
が
、
こ
の
事
故
で
曹
長
一
人
が
行
方
不
明
と
な
り
、
夜

が
明
け
て
捜
索
。
裸
に
な
っ
た
死
体
を
発
見
し
、
岸
辺
で
火
葬

に
し
て
目
的
地
へ
向
け
て
進
む
。
こ
ん
な
事
故
死
に
あ
う
な
ん

て
死
ん
だ
人
も
不
運
、
後
に
残
っ
た
人
も
や
り
切
れ
な
い
。



正
月
頃
、
隣
の
部
落
へ
敵
接
近
と
の
情
報
が
入
り
、
我
第
二

中
隊
が
討
伐
に
出
動
す
る
も
敵
は
す
で
に
退
散
し
て
部
落
は
無

人
で
あ
り
、
第
二
中
隊
は
戦
果
も
な
く
引
き
揚
げ
帰
隊
し
ま
し

た
。ま
た
、
歩
■
に
就
い
た
経
験
を
述
べ
ま
す
。
昼
は
明
る
く
て

遠
近
も
よ
く
見
え
る
。
夜
は
真
暗
闇
で
何
も
見
え
ず
、
た
だ
音

だ
け
が
頼
り
と
な
る
。
遠
く
の
山
の
稜
線
に
点
々
と
立
つ
木
を

凝
視
し
て
い
る
と
、
敵
の
斥
候
来
る
と
一
瞬
緊
張
し
て
錯
覚
を

起
こ
す
こ
と
も
あ
っ
た
。

あ
る
日
、
戦
友
の
首
筋
を
頭
髪
に
向
か
っ
て
登
る
虱
を
発
見

し
た
。
さ
あ
大
変
。
満
州
で
は
湧
か
な
か
っ
た
虱
が
こ
こ
で
は

湧
く
と
は
不
思
議
千
万
。
全
員
下
着
を
調
べ
る
と
裏
の
縫
い
目

に
卵
が
鈴
な
り
に
付
着
し
て
光
っ
て
い
る
の
を
見
て
大
い
に
驚

き
、
釜
に
湯
を
沸
か
し
下
着
を
煮
沸
し
て
退
治
し
ま
し
た
。

三
月
と
も
な
れ
ば
暖
か
く
な
り
、
チ
ャ
ム
ス
の
部
隊
よ
り
新

し
く
交
換
要
員
が
来
て
、
我
々
は
帰
隊
準
備
を
し
て
三
月
二
十

八
日
出
発
、
三
十
一
日
満
支
国
境
（
山
海
関
）
通
過
、
四
月
五

日
チ
ャ
ム
ス
着
。
五
月
十
二
日
東
安
省
大
橋
に
向
け
チ
ャ
ム
ス

出
発
。
十
四
日
大
橋
着
。
同
地
区
の
国
境
警
備
に
就
き
ま
し

た
。こ
の
警
備
と
並
行
し
て
軍
用
道
路
の
構
築
で
作
業
は
厳
し

い
。
大
草
原
を
切
り
開
く
こ
と
は
大
変
で
、
た
く
さ
ん
の
草
の

根
が
堅
く
ス
コ
ッ
プ
を
踏
み
込
ん
で
も
受
け
付
け
な
い
。
い
ろ

い
ろ
と
工
夫
す
る
う
ち
誰
と
も
な
く
ス
コ
ッ
プ
に
や
す
り
を
か

け
よ
う
と
決
ま
り
、
や
す
り
を
か
け
る
と
草
の
根
が
よ
く
切
れ

だ
し
て
成
功
、
作
業
能
率
が
上
が
り
ま
し
た
。

国
境
の
川
に
は
監
視
船
が
常
に
航
行
し
て
い
て
、
気
を
つ
け

な
い
と
拉
致
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
聞
く
。
こ
こ
で
は
入
浴
は

ド
ラ
ム
缶
で
出
入
り
が
な
か
な
か
や
り
づ
ら
い
。
任
務
を
終
え

て
帰
り
の
ト
ラ
ッ
ク
の
上
で
昼
食
を
と
る
が
副
食
は
な
い
。
少

し
あ
っ
た
砂
糖
を
振
り
か
け
て
食
べ
た
記
憶
が
あ
る
。

六
月
三
十
日
　
大
橋
出
発
。

七
月
二
日
　
駐
屯
地
チ
ャ
ム
ス
へ
帰
着
。

チ
ャ
ム
ス
で
の
生
活
は
、
夏
は
川
で
の
訓
練
、
冬
は
川
の
氷

の
採
取
。
氷
の
厚
さ
は
一
メ
ー
ト
ル
～
一
・
五
メ
ー
ト
ル
。
切

り
取
っ
た
後
の
穴
に
落
ち
る
と
命
は
な
い
の
で
落
ち
ぬ
よ
う
万

全
の
注
意
を
し
ま
し
た
。

ま
た
湿
地
帯
に
生
え
た
丸
く
大
き
く
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
の
よ



う
に
育
っ
た
草
の
固
ま
り
を
ヤ
チ
坊
主
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
ヤ
チ
坊
主
を
ト
ラ
ッ
ク
が
通
れ
る
よ
う
に
何
回
も
爆
破
し

て
一
度
に
取
り
除
く
訓
練
や
、
ま
た
橋
梁
爆
破
な
ど
も
行
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
困
難
な
仕
事
で
す
。
両
方
の
橋
の

た
も
と
に
は
監
視
所
が
あ
り
、
さ
と
ら
れ
な
い
よ
う
に
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。

昭
和
十
八
年
二
月
二
十
日
、
上
等
兵
に
進
級
。

四
月
十
五
日
、
独
立
工
兵
第
二
十
一
連
隊
補
充
隊
へ
帰
還
の

た
め
チ
ャ
ム
ス
出
発
。

十
七
日
、
鮮
満
国
境
（
図
們
）
通
過
。
二
十
一
日
釜
山
港
出

帆
、
下
関
港
上
陸
。

二
十
二
日
、
独
立
工
兵
第
二
十
一
連
隊
着
隊
。
東
京
の
赤

羽
。

二
十
四
日
、
現
役
兵
満
期
除
隊
。

私
の
軍
隊
生
活
は
以
上
で
終
わ
り
ま
し
た
が
、
同
年
兵
の
中

に
は
そ
の
後
、
召
集
さ
れ
て
南
方
の
ジ
ョ
ホ
ー
ル
水
道
渡
河
作

戦
に
参
加
。
四
ヵ
所
同
時
に
渡
河
を
行
っ
て
、
一
ヵ
所
だ
け
が

成
功
と
の
こ
と
で
、
こ
の
作
戦
に
参
加
し
て
戦
死
し
た
も
の
も

多
い
と
聞
き
ま
し
た
。
合
掌
。

日
時
は
忘
れ
て
不
明
で
す
が
、
東
部
国
境
調
査
隊
に
参
加
し

ま
し
た
。
チ
ャ
ム
ス
か
ら
列
車
で
虎
林
、
虎
頭
ま
で
行
く
。
こ

の
二
つ
の
街
は
国
境
の
街
で
、
夜
と
も
な
れ
ば
ソ
連
の
街
の
灯

が
見
え
る
。
こ
こ
よ
り
は
馬
で
全
行
程
を
行
き
ま
す
。
川
岸
近

く
へ
行
け
ば
対
岸
は
岸
辺
近
く
ま
で
大
木
が
生
い
茂
り
何
も
見

え
な
い
。
こ
ち
ら
は
何
も
な
い
草
原
で
丸
見
え
で
す
。
こ
こ
で

は
だ
い
ぶ
不
利
と
思
う
。
行
く
う
ち
に
友
軍
の
望
楼
が
二
～
三

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
お
き
に
あ
る
よ
う
だ
。
我
等
は
そ
の
中
の
一
ヵ

所
で
休
息
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
個
中
隊
程
い
る
望
楼

と
、
一
個
小
隊
く
ら
い
の
望
楼
も
あ
る
よ
う
で
し
た
。

こ
の
付
近
は
何
も
な
い
草
原
で
実
に
寂
し
い
所
で
す
。
交
代

は
何
ヵ
月
く
ら
い
か
？
我
等
は
何
日
い
た
か
？
一
週
間
か

十
日
ば
か
り
の
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

終
戦
を
迎
え
日
本
も
激
し
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
結
婚
は

昭
和
二
十
六
年
。
女
、
男
、
男
と
三
人
の
子
供
と
四
人
の
孫
に

恵
ま
れ
、
老
夫
婦
共
に
健
在
。
平
均
年
齢
八
〇
歳
を
越
え
る
長

寿
に
感
謝
す
る
毎
日
を
、
恩
欠
の
支
部
長
と
し
て
会
員
の
た
め

若
干
の
御
奉
公
を
し
、
日
本
の
弥
栄
を
念
じ
て
、
老
兵
と
し
て



平
和
に
真
の
寄
与
で
き
る
貴
重
な
体
験
を
語
り
伝
え
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

私
の
従
軍
記
録
　 

兵
庫
県
　
守
本
茂
　 

私
は
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
六
月
十
五
日
、
兵
庫
県
養

父
郡
養
父
町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
以
下
に
私
の
軍
歴
の
大
要
を

申
し
述
べ
ま
す
。

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年

十
二
月
十
日
　
召
集
に
よ
り
鳥
取
中
部
第
四
十
七
部
隊
第

二
機
関
銃
中
隊
へ
入
隊

昭
和
十
六
年

三
月
　
支
那
派
遣
の
た
め
宇
品
港
出
港

三
月
十
九
日
　
中
華
民
国
天
津
市
塘
沽
港
上
陸

三
月
二
十
二
日
　
河
北
省
石
家
荘
に
て
歩
兵
第
一
四
〇
連

隊
に
編
入

昭
和
十
七
年

五
月
八
日
　
浙
■
作
戦
参
加

九
月
二
十
二
日
　
満
州
移
駐
の
た
め
山
海
関
通
過

九
月
二
十
五
日
　
間
島
省
延
吉
到
着

昭
和
十
八
年

十
二
月
十
日
　
北
部
第
三
部
隊
専
属
の
た
め
鮮
満
国
境
通

過

十
二
月
十
四
日
　
釜
山
港
出
発
同
日
博
多
上
陸

十
二
月
十
八
日
　
旭
川
到
着
北
部
第
三
部
隊
配
属

十
二
月
二
十
三
日
　
召
集
解
除

昭
和
二
十
年

二
月
十
五
日
　
召
集
に
よ
り
鳥
取
突
一
〇
一
三
四
部
隊
歩

兵
機
関
銃
中
隊
へ
入
隊

八
月
十
五
日
　
神
奈
川
県
小
田
原
に
て
終
戦

九
月
五
日
　
鳥
取
原
隊
復
帰

九
月
十
五
日
　
召
集
解
除

私
が
召
集
時
の
私
の
家
族
の
状
況
は
、
農
業
を
営
む
両
親
に

八
人
兄
弟
姉
妹
（
私
は
長
男
）
で
合
計
十
人
の
家
族
で
、
私
は

農
業
の
中
心
的
働
き
手
で
あ
り
、
応
召
は
家
族
に
と
り
痛
手
で

し
た
。
父
は
以
前
か
ら
覚
悟
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
が
、
母
は




